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	2026年３月 第2５号
	みらいく木育レター
	みらいくの木育テーマ 「自然と遊びながら　自然から学び　自然と共に心と体が育つ」
	ケアリングフォレスト 　～保育士のための里山研修～
	2026.3 つちざわの森


	森でケアされる体験から
	『ケアリングフォレスト』はつちざわの森を運営するヘリテッジキーパーに協力する形でみらいくラボも一緒に開発しているプログラムです。今年度から来年度にかけてはモニター開催でみらいくの先生たちに受講していただいています。この研修の大きな目的は２つ。
	１．日頃、他者をケアし支援している保育士が、森林浴などの自然体験を通してケアされることを通して、保育について振り返り、視野を広げる機会とする ２．森林の基礎的な知識および多様性や循環など体験から得た学びや、日頃の保育を振り返り得た気づきを、日常の保育に活かしていく
	研修は体験と座学、グループワークで構成されています。間伐体験・森林浴・草木染といった里山ならではの五感を使った森林体験では、保育士という役割を離れ五感を開いて体全体で森を感じ、グループワークでは日頃の保育で気になった場面についてリラックスした雰囲気の中でリフレクションを行いました。2回目、3回目と進めていく中でどのような気づきを得られるか楽しみです。何より先生たちの笑顔が明日の保育につながることを期待しています。


	保育者のための里山研修＠つちざわの森　　
	↑全身を使って遊ぶ　　↑山頂の桜に鳥の巣を発見　　　↑剪定した森の山桜の枝を使って草木染体験↑
	みらいくLab：内藤祐子


